
支援の結果、無事採択され、設備の導入、試作

品の製造と販売促進のための会社HPの更新を完

了できた。現在鶏卵の不足により新商品の原材

料である卵液の価格が高騰しており、確保のめ

どが立たず、販売には至っていない。販売時期

や価格設定の調整し販売を目指している。

支援の成果

支援の経緯・課題

和菓子製造メーカーの洋菓子への進出における
補助金活用支援

補助金活用

門真市中小企業サポートセンター支援事例

和菓子の製造・卸を営む株式会社銀扇より、「ウィズコロナ時代

の営業と2025年の大阪万博を見据えて新分野である洋菓子の製

造へ進出したい、そのための設備投資や販路開拓に補助金を活用

したい。」との相談を受けた。必要な金額や施策の内容、経営の

状況を確認し、小規模事業者持続化補助金の賃上げ枠の活用が最

適と考え提案し、活用可能な費用の助言や申請から完了報告の支

援を実施した。

新型コロナの影響により、対面での営業を多数の取

引先に対して実施するのが難しい状況であったため、

打開策として商品バリエーションを増やして一社当

たりの取引高を増やし、さらには2025年の大阪万博

において土産店などの売上を伸ばすための洋菓子分

野への進出を支援した。折しも大阪府で最低賃金が

上昇するタイミングであったため、負担なく小規模

事業者持続化補助金の賃上げ枠を活用できると思い

ご提案し、申請から完了報告までご支援しました。

コロナ禍の中、営業活動が出来なくなり、また売上も減少とな

り、身動きが取れない時間の中、それなら新商品の開発に時間

を使おうと考えたところ、和菓子から洋菓子へのチャレンジを

試みようと考え、今回小規模事業者持続化を利用して、新規設

備導入を計画致しました。それから門真市サポートセンターの

田中様と出会いそして打合せを重ね、提出書類に関して常に的

確に指示及び指導を頂き、スムーズに手続書類を作成する事が

出来きたことは、本当に感謝しております。田中様のおかげで、

私が本業に集中する事ができ、また全くストレスを感じること

なく業務遂行することができたことは、まさしく信頼関係を築

けた結果だと思いました。引き続きよろしくお願い致します。

本事業による洋菓子への参入は、代表

が流通業界の出身であり、百貨店、スー

パーマーケット、土産物店などの小売店

との関係性を強みとして和菓子製造・販

売してきた銀扇様の強みをさらに生かす

取り組みであると思います。サポートセ

ンターとしては、補助金申請の活用によ

り本事業のリスクを低減させる取り組み

を支援させていただきました。今後新商

品を実際に販売するにあたっても支援を

継続していきたいと考えます。

支援内容

支援企業
株式会社 銀扇
代表取締役 小林孝敏 創業 2007年11月6月
月 事業内容：和菓子・焼菓子 製造・加工・卸販売
所在地：大阪府門真市三ツ島6丁目11番1号
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